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みんなで楽しく!　よりよい町にしたいという思いはきっと一緒

～女川と出会い、関わり、暮らすうちに
いつの間にか、人をすっぽり包み込んでいく居心地のよい町～

ここでつながるおながわの輪
まち活フォーラム2018

２人の移住女子♥それぞれの物語

　町内で取り組まれているま
ちづくり活動の発表を通じた、
相互理解、お悩み解決、町の
活力向上などを目的とした集
まりを開催します。
　当日はどなたでもご来場い
ただけます。みなさんからも、
発表者へのアドバイスや応援メッセージをいただき、参加者
全体で意見交換しながら、地域やテーマを越えた交流の場に
しましょう。
　何かやってみたいけど、仲間がいない、きっかけが見つか
らないという方も歓迎します。かしこまらず、普段着で、お
気軽にご参加ください！
◆日　　時　２月４日(日) 午後１時～３時
◆場　　所　女川町まちなか交流館 多目的室

だから「今」話をしよう
▶▶▶当日の進行役

遠藤ちえさん
（地域社会デザインラボ代表）

　地域づくりのアドバイザーとして
県内を中心に活躍。震災後は女川町
で数多くの会議・ワークショップの
運営に関わっています。

●遠藤さんからのメッセージ
　震災から７年を迎え、暮らしも
落ち着きを取り戻し、平常の生活
に変わっていく時期です。今が、
町との関わり方を考え直すにはよ
いタイミングです。
　自らが楽しんで町と関わること
で、充実した毎日を送ることがで
きます。活動を通して自己実現し
ていく人が増えていくと、町の課
題解決につながり、町の魅力も向
上していきます。

【参加予定団体（敬称略）】
●女川桜守りの会　　●海ぼたる制作委員会
●子育て応援サークル マザーズリング
●大原北区ふれあいカフェ
●ハーブガーデンプロジェクト ファミリア
●あ～らだての小みちの会　　　　ほか

　東京からの復興バスツアーで南三陸、気仙沼、
石巻、女川へ。当時は東京駅近くで全国の移住情
報窓口の仕事をしていましたが、縁あってかボラ
ンティアとして桐ケ崎に４年間通うことになりま
した。高台移転が終わるころ、女川の方から「こ
こで働かないか？」と誘われ、自然の流れのよう
に移住することになりました。
　海のない町で育ったので、今は海が近くに感じ
られて幸せです。美味しい食に恵まれ、すぐに知
り合いになれる町の規模もお気に入りです。

（Ｙさん）

　海外でのボランティア活動を経て、復興支援で
働くために、女川にやって来たのが４年前。実は、
東京で面接を受けた時には女川がどこにあるかも
知りませんでしたが、今では、町をＰＲする観光
のお仕事に関わっています。
　お店でご飯を頼むと、てんこ盛りなおもてなし
におおらかな女川の人柄を感じます。
　仕事で多くの人と知り合う中で同僚と
出会い、結婚しました。来月には第１子
を出産予定です。女川での子育てが、今
から楽しみです。� （Ｔさん）

特別
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イベント案　　内



◆問合せ先　女川町まちづくり推進協議会事務局（役場復興推進課復興調整係）
　　　� ☎54-3131内線291　メールアドレス：fukko7@town.onagawa.lg.jp
　　　　○まち活フェイスブック　 まち活＠おながわ 　で検索

「新しい町で、なにか始めてみたい！」という方、気軽にご相談ください！
まち活チームがお伺いし、活動の成功に向け、ていねいにサポートします！

自然や資源をどう活用!? 目指す出島の将来像とは…

地域に開かれた、みんなで考え、育て、楽しめるハーブガーデンを目指して

ゴヘ!!島活 前進中

ハーブのカタリバ 開催

　取り組みの優先度や着手順位を決めてから約半年。12月6日に行った定例会議
でこれまでの活動を振り返り、改めて目指す出島の将来像を話し合いました。

　12月15日にホテルエルファロで、ハーブに親しむ講座を開催。24名が参加して、ハーブについて
の基礎知識を学びました。講座では、実際に香りを体感し、ハーブを使ったお菓子でティータイムを
満喫。次回はガーデンイメージを共有し、ハーブのサシェ（香り袋）作りを学びます。

≪第２回ハーブのカタリバ開催要領≫
◆日　　時　2月23日（金）午後１時～３時
◆場　　所　ホテルエルファロ フロント向かいの棟

※キッズスペースも用意しています。
◆参 加 費　300円（お茶菓子代など）
◆持 ち 物　30㌢四方の布と裁縫キット
◆申 込 先　チームファミリア・佐藤　☎54-3436

●ハーブは「生活に役立つ香草」です
講師：佐藤伶奈さん

　ハーブとは、薬草や香料などとして生活に役立つ植
物のこと。身近なものではパセリ、ミント、ラベンダ
ーが挙げられ、生姜やシソもハーブの仲間なんです。

料理の香辛料、病気予防の漢方、入浴
剤などとして昔から幅広く使われ、効
能があって、香りや目でも楽しめます。
周囲に少し取り入れるだけで、生活が
ほっと温かく豊かになりますよ。

●島の魅力を伝える散策路づくり
　６月に女川ネイチャーガイド協会の協力のもと、ストーンサークル
から海辺までの下草刈りをして、ルートが開通しました。夏は雑草が
生い茂り、作った道がふさがってしまうことが課題です。
●小さなお休み処
　機会を設けて、お試し実践を考えています。
●島の特産品づくり
　昨年から始まった椿油づくり。今年は商品化に向け、ラベルのデザ
インなどを進めています。商品に製造者を記載するため、組織運営に
必要な規約や財務体制を検討中です。

いやしの島にしたい！
自然を楽しめる島にしたい！
人が集まる場所があってほしい！

出
島
の

将
来
像

できることから一歩ずつ、進めます！

女川らしい、
海を想像できるハーブガーデンに
　講座では、ハーブガ
ーデンプロジェクト
を「ファミリア」と名
づけ、参加者のみなさ
んで意見を出し合い
ました。女川らしく、
実用的なハーブガーデンのアイデアが数多く
出され、どのグループも大盛況。そのうちの
１グループで出た案をご紹介します。
○ガーデンの真ん中に流木を使った花壇
○風に揺れて波に見える、ラベンダー畑
○カモミールなど、お茶に活用したい
○ローズマリーなど、料理に活用したい
▶▶▶Facebookでも情報発信中♪

ホテル・エルファロ　で検索


